
平

成

二

十

三

年

度 

寺

田

寅

彦

記

念

館

友

の

会 

講

演

会 

 

期

日 
平

成

二

十

三

年

四

月

十

七

日 

会

場 
寺

田

寅

彦

記

念

館 

演

題 

「

災

害

か

ら

身

を

守

る

」 

講

師 

武

市 
智 

先

生 
 

 
 

 
 

元 

高

知

地

方

気

象

台 

次

長 

Ｎ

Ｈ

Ｋ

高

知

放

送

局

気

象

担

当 

（

講

演

内

容

要

約

） 

四

十

二

年

間

、

気

象

庁

に

勤

め

た

。

最

初

は

室

戸

で

、

最

後

は

高

知

気

象

台

の

次

長

を

務

め

た

。

最

後

に

高

知

へ

帰

し

て

い

た

だ

い

た

と

い

う

こ

と

だ

ろ

う

か

。 

 

退

職

後

は

、
温

暖

化

の

講

演

活

動

を

し

て

い

た

が

、
Ｎ

Ｈ

Ｋ

か

ら

依

頼

が

あ

っ

て

、

今

日

に

至

っ

て

い

る

。
（

依

頼

は

毎

日

だ

っ

た

が

、

週

に

一

回

と

い

う

こ

と

で

受

け

た

。
）

一

年

の

約

束

で

始

ま

っ

た

が

、

今

は

四

年

目

と

な

っ

た

。
放

送

の

目

的

は

、
お

天

気

を

わ

か

り

や

す

く

楽

し

ん

で

い

た

だ

く

と

い

う

こ

と

の

お

手

伝

い

だ

と

思

っ

て

い

る

。
（

現

在

は

、

隔

週

で

担

当

し

て

い

る

。
） 

 

今

回

、
講

演

の

機

会

を

い

た

だ

い

た

が

、
三

月

十

一

日

の

地

震

の

話

か

ら

始

め

さ

せ

て

い

た

だ

く

。

災

害

名

は

「

東

日

本

大

震

災

」
、

地

震

名

は

「

東

北

地

方

太

平

洋

沖

地

震

」

で

あ

り

、

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

九

・

○

は

、

一

九

○

○

年

以

降

で

は

カ

ム

チ

ャ

ッ

カ

地

震

と

並

ぶ

四

番

目

の

大

き

さ

で

あ

っ

た

。

当

初

は

「

想

定

外

」

と

い

う

こ

と

が

盛

ん

に

言

わ

れ

た

。 

わ

か

ら

な

い

こ

と

は

た

く

さ

ん

あ

る

。
デ

ー

タ

に

し

て

も

、
地

震

は

一

二

○

年

分

、
気

象

は

一

三

○

年

分

で

あ

る

。
想

定

す

る

こ

と

が

そ

も

そ

も

難

し

い

の

が

こ

の

世

界

で

あ

る

。 

防

災

の

研

修

会

で

話

を

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

。
南

海

地

震

は

、
想

定

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

八
・
四

。
海

抜

十

メ

ー

ト

ル

ま

で

は

大

丈

夫

。
し

か

し

絶

対

は

な

い

。

科

学

は

万

能

で

は

な

い

。

今

回

の

地

震

の

教

訓

で

あ

ろ

う

。 

も

う

一

つ

は

「

神

話

の

崩

壊

」
。

神

話

と

は

何

か

。

科

学

は

万

能

で

は

な

い

の

に

絶

対

安

全

だ

と

思

っ

て

し

ま

う

。
信

頼

感

、
思

い

込

み

、
錯

覚

。

原

発

は

幾

重

に

も

安

全

装

置

が

あ

る

。

だ

か

ら

、

絶

対

大

丈

夫

と

い

う

。

し

か

し

、
・

・

・

。

科

学

が

進

歩

し

て

も

絶

対

は

な

い

。

東

北

の

地

震

で

も

、
一

○

メ

ー

ト

ル

の

津

波

堤

防

が

で

き

た

か

ら

大

丈

夫

、
と

い

う

安

心

感

が

あ

っ

た

ら

し

い

。
そ

れ

以

上

き

た

ら

ダ

メ

と

言

っ

て

い

た

。
そ

の

通

り

に

な

っ

た

。
想

定

以

上

の

も

の

を

考

え

て

お

か

ね

ば

な

ら

な

い

。
今

朝

の

新

聞

に

も

出

て

い

た

が

、
「

原

発

の

責

任

は

自

分

に

も

あ

る

」

と

い

う



こ

と

だ

。
利

ば

か

り

求

め

た

結

果

が

温

暖

化

で

あ

り

、
あ

ら

ゆ

る

環

境

問

題

と

な

っ

た

。 
こ

こ

か

ら

が

今

回

の

地

震

の

話

で

す

。
気

象

庁

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

デ

ー

タ

を

集

め

て

み

た

。
宮

城

沖

一

分

四

○

秒

、
福

島

沖

、
茨

城

沖

の

岩

盤

崩

壊

と

な

っ

た

。
今

回

の

地

震

は

、
震

度

四

強

以

上

が

い

わ

き

市

で

、

一

九

○

秒

続

い

た

。
想

定

南

海

地

震

は

震

度

五

弱

以

上

が

一

○

○

秒

続

く

。
今

回

は

、
宮

城

沖

で

一

四

時

四

六

分

に

地

震

が

あ

り

、
津

波

警

報

は

地

震

の

三

分

後

に

出

た

。

大

船

渡

の

デ

ー

タ

で

は

、

最

大

波

が

一

五

時

一

○

分

。

地

震

後

一

六

分

に

大

船

渡

へ

。
一

分

間

で

三

メ

ー

ト

ル

水

位

が

上

が

っ

た

と

い

う

。
こ

れ

が

今

回

の

地

震

の

特

徴

だ

。
験

潮

所

で

一

一
・
三

メ

ー

ト

ル

あ

っ

た

。
も

ち

ろ

ん

内

陸

は

駆

け

上

が

る

の

で

も

っ

と

す

ご

い

。
こ

う

し

た

デ

ー

タ

を

見

て

い

く

と

地

盤

沈

下

の

様

子

が

わ

か

る

。
茨

城

県

の

大

洗

町

の

観

測

値

で

は

、
地

震

の

あ

と

地

盤

沈

下

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

さ

て

、
想

定

南

海

地

震

で

す

が

、
今

後

三

○

年

以

内

に

六

○

パ

ー

セ

ン

ト

の

確

率

で

起

こ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。
津

波

の

危

険

性

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

が

、
今

回

の

地

震

を

受

け

て

さ

ら

に

厳

し

く

見

直

し

が

進

む

こ

と

に

な

る

。
一

八

五

四

年

の

安

政

地

震

で

は

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

八
・
四

で

あ

っ

た

。
一

七

○

七

年

の

宝

永

地

震

は

さ

ら

に

大

き

く

、
マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

は

八
・
六

で

あ

っ

た

。
次

に

や

っ

て

く

る

南

海

地

震

は

宝

永

地

震

、
あ

る

い

は

そ

れ

以

上

の

こ

と

を

想

定

し

て

お

く

必

要

が

あ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。 

高

知

県

南

海

地

震

津

波

浸

水

予

測

図

と

い

う

の

が

あ

る

。
こ

れ

に

よ

る

と

、
浦

戸

湾

の

中

も

か

な

り

広

範

囲

に

水

没

す

る

こ

と

が

予

測

さ

れ

て

い

る

。
で

は

、
津

波

は

地

震

が

発

生

し

た

ら

ど

れ

く

ら

い

で

や

っ

て

く

る

か

。

室

戸

が

三

分

、

高

知

市

が

一

○

分

、

湾

の

中

は

二

○

～

三

○

分

か

か

る

。

つ

ま

り

、
沿

岸

部

は

時

間

的

余

裕

が

な

い

。
津

波

避

難

の

ポ

イ

ン

ト

と

し

て

、
①

揺

れ

た

ら
（

一

○

○

秒

の

揺

れ

が

収

ま

っ

た

ら

）
、
②

と

に

か

く

、

津

波

警

報

を

待

た

ず

、
身

一

つ

で
（

日

頃

か

ら

、
避

難

に

必

要

な

も

の

は

、

す

ぐ

持

ち

出

せ

る

よ

う

に

し

て

お

く

）
③

走

っ

て

近

く

の

高

台

へ

早

く

逃

げ

る
（

高

台

が

な

い

場

合

、
鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

三

階

以

上

の

高

さ

の

建

物

へ

逃

げ

る

。

車

は

使

わ

な

い

こ

と

）
、 

④

六

時

間

、
津

波

は

繰

り

返

し

や

っ

て

く

る

。
少

な

く

と

も

六

時

間

は

戻

ら

な

い

こ

と

が

大

切

だ

。 

 

高

知

大

学

の

岡

村

眞

教

授

は

、
今

度

の

南

海

地

震

は

東

南

海

地

震

や

東

海

地

震

な

ど

の

四

つ

の

地

震

が

い

っ

し

ょ

に

や

っ

て

く

る

可

能

性

も

あ

る

と

指

摘

し

て

い

る

。
マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

九
・
○

程

度

の

可

能

性

も

捨

て

き

れ

な

い

と

言

わ

れ

て

い

る

。 



今

回

の

地

震

で

も

気

象

庁

の

緊

急

地

震

速

報

が

何

度

か

出

さ

れ

た

。
想

定

さ

れ

て

い

る

南

海

地

震

で

は

、
速

報

が

出

て

か

ら

強

い

揺

れ

が

く

る

ま

で

二

○

秒

く

ら

い

余

裕

が

あ

る

。
日

頃

か

ら

様

々

な

こ

と

を

想

定

し

て

お

く

こ

と

が

大

切

に

な

っ

て

く

る

。 

避

難

場

所

は

そ

れ

ぞ

れ

だ

が

、
実

際

に

地

震

の

後

の

避

難

と

な

る

と

、
電

柱

が

倒

れ

て

い

た

り

、
ブ

ロ

ッ

ク

塀

が

倒

れ

て

い

た

り

で

思

う

よ

う

に

い

け

な

い

。
特

に

、
今

回

の

地

震

で

考

え

た

の

は

、

要

援

護

者

を

助

け

る

の

が

大

変

だ

と

い

う

こ

と

だ

。
地

震

が

き

て

、
津

波

が

き

て

、
助

け

に

行

っ

て
・
・
・
。
津

波

が

く

る

前

に

堤

防

が

崩

れ

た

り

し

た

ら

お

手

上

げ

に

な

る

。
近

く

の

四

階

、
五

階

の

建

物

に

逃

げ

る

し

か

な

い

。
特

に

、
一

○

○

秒

の

揺

れ

の

後

は

と

に

か

く

逃

げ

る

し

か

な

い

。
普

通

の

地

震

は

一

○

秒

く

ら

い

だ

が

、
一

○

○

秒

揺

れ

る

と

い

う

こ

と

は

南

海

地

震

が

き

た

と

い

う

こ

と

だ

。
そ

し

て

、
と

に

か

く

高

い

と

こ

ろ

へ

逃

げ

て

、
津

波

警

報

が

解

除

さ

れ

る

ま

で

逃

げ

て

お

く

こ

と

が

大

切

だ

。 

 

寺

田

寅

彦

先

生

の

書

か

れ

た

怪

異

考
「

孕

の

ジ

ャ

ン

」
も

有

名

な

話

だ

。

間

城

龍

雄

さ

ん

は

著

書
「

天

気

地

気

」
の

な

か

で

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。
「

ど

う

や

ら

南

海

地

震

の

前

後

に

は

仏

像

構

造

線

の

活

動

が

活

発

と

な

り

多

数

の

微

小

地

震

が

発

生

、
そ

し

て

ジ

ャ

ン

も

発

生

を

す

る

と

い

う

こ

と

ら

し

い

。
寺

田

博

士

も

怪

異

考

の

最

後

に
『

今

後

数

十

年

乃

至

百

年

の

間

に

、
起

こ

り

は

し

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る

強

震

が

、
実

際

に

起

こ

る

と

す

れ

ば

、
そ

の

前

後

に

何

事

か

あ

り

は

し

な

い

か

と

い

う

暗

示

を

次

の

人

々

に

残

す

だ

け

の

こ

と

で

あ

る

。
』

と

、

次

の

南

海

地

震

の

前

に

は

ジ

ャ

ン

が

発

生

す

る

の

で

は

な

い

か

と

述

べ

ら

れ

て

い

た

が

、
残

念

な

が

ら

昭

和

二

一

年

の

南

海

地

震

に

は

こ

の

教

訓

は

い

か

さ

れ

な

か

っ

た

。
孕

の

ジ

ャ

ン

は

南

海

大

地

震

の

前

兆

現

象

の

一

つ

と

し

て

考

え

て

も

良

い

現

象

で

あ

る

ら

し

い

。
し

か

し

、
孕

付

近

の

海

底

に

は

ヘ

ド

ロ

の

堆

積

が

進

め

ば

、
ジ

ャ

ン

の

発

生

は

な

く

な

る

こ

と

に

な

る

。
今

後

は

孕

の

ジ

ャ

ン

で

は

な

く

、
微

小

地

震

の

観

測

が

南

海

地

震

の

予

知

に

役

立

つ

こ

と

に

な

る

で

あ

ろ

う

。
」 

 

こ

こ

か

ら

は

気

象

の

話

。
高

知

の

気

象

現

象

で

全

国

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

の

数

字

が

あ

る

。
①

雨

量

が

多

い

こ

と

、
②

日

照

時

間

が

長

い

こ

と

、
も

う

ひ

と

つ

あ

る

。
③

そ

れ

は

竜

巻

の

発

生

件

数

が

多

い

こ

と

で

す

。
竜

巻

は

、

一

位

沖

縄

、
二

位

宮

崎

、
三

位

高

知

と

な

っ

て

い

る

。
特

に

、
高

知

と

安

芸

の

間

に

竜

巻

が

多

く

発

生

し

て

い

る

。
高

知

大

学

の

佐

々

教

授

に

よ

る

と

、
ア

メ

リ

カ

で

は

オ

ク

ラ

ホ

マ

州

が

多

い

。
高

知

の

竜

巻

は

、
一

○

○

平

方

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

あ

た

り

の

年

間

発

生

件

数

が

五

五

・

九

個

で

あ

り

、



オ

ク

ラ

ホ

マ

の

一

九

倍

の

竜

巻

が

発

生

し

て

い

る

。 

 
県

内

で

竜

巻

が

発

生

し

た

時

の

台

風

の

位

置

に

着

眼

す

る

と

、
竜

巻

の

発

生

の

予

報

に

役

立

つ

。
つ

ま

り

、
九

州

の

西

を

台

風

が

北

上

し

て

い

る

時

、
高

知

か

ら

安

芸

に

か

け

て

竜

巻

に

要

注

意

と

い

う

こ

と

に

な

る

。
こ

れ

も

逃

げ

る

し

か

な

い

訳

だ

が

、

次

の

点

に

留

意

し

て

お

き

た

い

。 

 

屋

内

に

い

る

時

に

竜

巻

が

間

近

に

迫

っ

た

ら

、
①

建

物

の

最

下

階

に

移

動

す

る

、
②

窓

、
カ

ー

テ

ン

、
雨

戸

を

閉

め

る

、
③

身

を

小

さ

く

し

て

頭

を

守

る

こ

と

が

大

切

だ

。
反

対

に

、
屋

外

に

い

る

時

に

竜

巻

が

間

近

に

迫

っ

た

ら

、
①

頑

丈

な

建

物

に

避

難
（

物

置

、
車

庫

、
プ

レ

ハ

ブ

は

ダ

メ

）
、

②

水

路

や

く

ぼ

み

に

身

を

伏

せ

る

、
③

飛

来

物

に

注

意

と

な

る

。
い

ず

れ

に

し

て

も

怪

我

を

し

な

い

よ

う

に

逃

げ

る

し

か

な

い

。 

 

と

こ

ろ

で

、

明

日

は

上

空

、
五

、
五

○

○

メ

ー

ト

ル

に

真

冬

並

み

の

寒

気

団

が

流

れ

込

ん

で

く

る

。

そ

し

て

、

落

雷

、

雹

（

ひ

ょ

う

）
、

竜

巻

の

可

能

性

が

あ

る

の

で

お

知

ら

せ

し

て

お

く

。
西

部

は

昼

前

か

ら

昼

過

ぎ

に

か

け

て

、
中

部

と

東

部

は

昼

過

ぎ

か

ら

夕

方

に

か

け

て

、
外

出

の

時

は

注

意

が

必

要

だ

。
過

去

に

は

、
高

知

県

で

も

ゴ

ル

フ

ボ

ー

ル

よ

り

も

大

き

い

雹

が

降

っ

た

こ

と

も

あ

る

。 

 

次

に

、
厳

重

警

戒

を

要

す

る

台

風

コ

ー

ス

に

つ

い

て

。
過

去

の

台

風

で

大

き

な

被

害

が

出

た

コ

ー

ス

を

探

る

こ

と

に

す

る

。
資

料

を

見

れ

ば

一

目

瞭

然

だ

が

、
沖

縄

か

ら

南

大

東

島

の

間

を

通

っ

て

日

本

列

島

に

向

か

っ

て

く

る

台

風

は

要

注

意

だ

。
昭

和

九

年

の

室

戸

台

風

、
昭

和

三

六

年

の

第

二

室

戸

台

風

、
昭

和

四

○

年

の

台

風

二

三

号

、
平

成

一

六

年

の

台

風

二

三

号

が

そ

れ

だ

。 

 

ま

た

、
短

時

間

強

雨

の

記

録

も

あ

る

。
一

時

間

七

○

ミ

リ

以

上

の

強

雨

の

発

生

日

数

で

は

、
国

道

三

二

号

・
五

六

号

線

沿

い

や

土

讃

線

沿

い

が

多

い

。
石

鎚

山

系

と

剣

山

系

の

間

に

通

る

南

風

が

集

中

豪

雨

を

発

生

さ

せ

て

い

る

。 

 

最

後

に

温

暖

化

の

話

を

す

る

。
世

界

は

こ

の

一

○

○

年

で

温

暖

化

が

進

ん

だ

。
日

本

は

一

・

一

度

、
高

知

は

一

・

四

度

上

昇

し

た

。

新

旧

平

年

値

で

月

平

均

気

温

の

変

化

を

見

る

と

、

特

に

二

月

は

○

・

六

度

上

が

っ

た

。

冬

が

短

く

な

っ

た

。
九

月

も

○
・
六

度

上

が

っ

た

。
ま

た

、
一

○

月

も

○

・

五

度

上

が

っ

た

。
残

暑

が

長

く

厳

し

く

な

っ

た

と

い

う

こ

と

だ

。
全

般

的

に

、
秋

の

気

温

が

上

が

り

、
冬

は

あ

ま

り

上

が

っ

て

な

い

と

い

う

こ

と

が

言

え

る

だ

ろ

う

。
高

知

の

こ

う

し

た

傾

向

は

、
全

国

的

に

見

て

も

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

の

上

昇

率

で

あ

る

。
都

市

化

が

原

因

と

い

わ

れ

て

い

る

。
こ

う

い

う

と

こ

ろ

に

も

温

暖

化

が

は

っ

き

り

現

れ

て

い

る

。 


